
第68号 令和８年７月 16 日　（1）

発　　　行

君津東地区社会福祉
協議会　広報委員会

君津市社会福祉協議会
ＴＥＬ 0439（57）2250

【こだま68号の主な記事】
①令和８年度　定期総会が開催される!!  ………………………

②今年度の事業計画及び予算が決まりました　………………

③お花見バスハイク・千葉県福祉教育推進校の取り組み　…

④千葉県福祉教育推進校の取り組み・敬老会のお知らせ　…

P１

P２

P３

P４

令和8年度 定期総会が開催される!!

　令和８年度君津東地区社会福祉協議会（以下君津東地区社協）定期総会が４月25日（土）、八重原公民館にて開
催されました。
　君津東地区社協 会長 礒部泰治氏、君津市社会福祉協議会 会長代理・事務局長 江澤利明氏からご挨拶をいた
だきました。

　コロナはピークが過ぎ去った様に思われますが様々な感染症が発生している中ではあるが計画通り事業を実
施することができました。令和８年度も社会福祉協議会の活動は、地域の皆様と共にあり、喜んでいただける活
動を実施して参ります。そして、本会の目的である助け合い・支え合い・安心して暮らせる地域をつくることを
忘れることなく、笑顔こぼれる東地区社協の活動になる様、皆様と活動して参りたいと思います。（礒部会長）

　本年度は「第四次君津市地域福祉活動計画」の３年目を迎えました。「ともに生きる豊かな地域社会づくり」の
実現に向けて、住民や関係機関が「我が事」として参画していくことが大切です。同時に、障がい者、高齢者、子
ども等の分野を超えて、包括的な支援制度を構築していくことが重要となります。その実現には、他人事となり
がちな地域生活の課題を、皆様一人ひとりが自分のこととして捉え、地域づくりに積極的に参画していく事が重
要であると考えます。その基となる地域づくりには、地区社協の皆様の活動こそが、大きな力であると考えてお
ります。お力添えよろしくお願い申し上げます。（江澤事務局長）

　その後、規約に則り議長が選出され、令和７年度事業報告および決算報告、令和８年度の事業計画および予算
案が審議され、承認されました。

総会での慎重審議総会での慎重審議 君津東地区社会福祉協議会
会長　礒部　泰治
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～今年度の事業計画及び予算が決まりました～

事 業 名 内 容 実施月

①敬老会

⑥お便り運動

卒寿を迎えた方、結婚50周年夫婦の式典参加者に記念品を贈呈、
卒寿を迎えた方に記念品配付

延べ234人
7月・12月

④寝たきり高齢者
　友愛訪問　　　　　 寝たきり高齢者に見舞い品を配付

75歳以上の一人暮らし高齢者に暑中見舞い状、年賀状を送付

２月14日

10月４日

②花見会（バスハイク） 一人暮らし高齢者対象にお花見を兼ねたバスハイク ３月３日
③愛の見守り運動 近隣住民による一人暮らし高齢者の見守り 2月13日

⑩福祉教育事業 福祉教育関係者事業（八重原中学校区） 年３回

⑤食事サービス 75歳以上の一人暮らし高齢者に弁当を配達 延べ20回

⑦研修事業 東地区役員の研修および交流 １月20日
⑧自主財源確保事業 健康と福祉のふれあいまつり　バザー出品 10月19日
⑨サロン活動 各地域開催のサロン活動への支援（周南・八重原公民館） 各開催日

事 業 名

　 予 算

内 容 実施月

①敬老会 卒寿を迎えた方、結婚50周年夫婦の式典参加者に記念品を贈呈、
卒寿を迎えた方に記念品を配付

④寝たきり高齢者
　友愛訪問　　　　　 寝たきり高齢者に見舞い品を配付

⑤食事サービス 原則毎月10日
25日75歳以上の一人暮らし高齢者に弁当を配達

２月

10月３日

②花見会（バスハイク） 一人暮らし高齢者対象にお花見を兼ねたバスハイク ３月
③愛の見守り運動 近隣住民による一人暮らし高齢者の見守り 2月

⑦研修事業 東地区役員の研修および交流 11月
⑧自主財源確保事業 健康と福祉のふれあいまつり　バザー出品 10月下旬

⑥お便り運動 75歳以上の一人暮らし高齢者に暑中見舞い状、年賀状を送付 ７月・12月

⑨サロン活動 各地開催のサロン活動への支援（周南・八重原公民館） 各開催日
⑩福祉教育事業

予算総額171万８千円、予算の大半は君津市社会福祉協議会助成金で148万１千円です。
この助成金には自治会にご協力いただいている一般会費と賛同される方々の賛助会費が含まれてい
ます。支出は主に敬老会や食事サービス事業など地域福祉事業に使われます。

福祉教育関係者事業（八重原中学校区） 年３回

▶今年度以下の事業を計画しています （令和８年度事業計画及び予算）

▶昨年度以下の事業を実施しました （令和７年度事業報告）
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お花見バスハイク実施しました
　３月３日、主に一人暮らしの高齢者を対象にお花見バスハイクを実施しました。
　南房総市の「ファミリーファーム保田」でいちご狩りを楽しんだ後、「道の駅保田小学校」にて
昼食をとり、春の味覚を堪能して帰ってきました。参加者の皆様方には大変好評をいただきま
した。

君津市社会福祉大会での発表
　１月２２日、君津市民文化ホールで、「第５４回君津市社会福
祉大会」が行われました。この大会で、「千葉県福祉教育推
進校」の令和７年度の取り組みを発表しました。
　当日、都合により参加できなかったパッケージ構成団体の
ひとつ、君津青葉高校からは、たくさんのパンジーの花が届き、
ステージに飾られ、大会に彩りを添えました。

　発表では、４つの団体が事前に作成した資料をステージ上で
投影しながら、八重原中学校１，２年生の学年生徒会の生徒、
八重原小学校の５年生や外箕輪小学校の６年生、そして、君津
東地区社会福祉協議会礒部会長が、連携して行っている『花咲
く  つながり  プロジェクト』や、各校独自の福祉教育の取り組
みを発表しました。
　来場された皆さんからは、「子どもたちの発表に胸が熱くなっ
た。」という声をいただきました。

ステージに飾られた君津青葉高校の花

発表の様子

発表用の資料

取り組み取り組み千葉県福祉教育推進校の千葉県福祉教育推進校の
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福祉体験学習
　令和７年１２月４日に、外箕輪小学校４年生を対象に、福祉体験学習を行いました。

　当日は、君津東地区社会福祉協議会の礒部会長をはじめとして、社会福
祉協議会の職員や、ボランティアセンターの方々など、10名が福祉体験の
「講師」として小学校に出向きました。
　はじめに、社会福祉協議会の職員から、「『福祉』とはどういうことだろう？」
という話をしました。「福祉」は、よく「ふだんのくらしのしあわせ」と言われ
ることを知っている子もいましたが、「福」「祉」という漢字、その両方に「しあ

わせ」という意味があるということを初めて聞いて、深くうなずいていました。
　続いて、全盲の方からお話ししていただきました。この方は、大人になっ
てから、不幸な出来事が原因で全盲になりましたが、決して諦めることな
く、点字など、生活していく上で必要なことを全てマスターされたそうです。
そしてなんと、子どもたちの前で、リンゴの皮をとてもきれいにむき、丁寧
に切って見せてくださいました。
　その後は、「アイマスク体験」と「車椅子体験」です。いずれも、児童が

２人組になって、介助する側と介
助される側を体験しました。
　「アイマスク体験」では、アイマスクをして何も見えない時の、友
達の声の心強さ。そしてリードする側になった時は、相手を気遣い、
安心させてあげる声かけの難しさを感じていました。
　「車椅子体験」では、車椅子に友達を乗せて、安全に押してあげ
ることを覚えました。車椅子に乗っている時は、途中からはタイヤ
を自分で回してゴールしなければなりませんが、講師が一人ひとり
に丁寧にアドバイスして、全員無事にゴールできました。

　この経験を活かして、「他の誰かのためにできることをしよう！」と思える子が増えてくれれば嬉しいです。

取り組み取り組み千葉県福祉教育推進校の千葉県福祉教育推進校の

　本年度の敬老会は10月３日（土）に
八重原公民館で開催されます。
　長年にわたり社会に貢献された高
齢者の皆様を敬愛し、地域をあげて長
寿をお祝いしたいと思います。

敬老会のご案内
　今号は、君津東地区社会福祉協議会の事
業計画、福祉教育推進校の取り組みを中心
に編集しました。皆で協力して「ふだんの
くらしのしあわせ」が実感できるような地
域づくりを目指していきたいと思います。

編集後記


